














































































































































ルバニア大学からの招聘を受け、1976 年 9 月から 1 年間、共同研究することになった。






















化はわずかで、最大でもショックレーの予想・計算の 1,500 分の 1 ほどでしかなかった。
　ショックレーは、ジョン・バーディーンがベル研に赴任した直後の 1945 年 10 月、自らが半
年前に行った上述の「電界効果型トランジスタ」に関する検証を依頼した。バーディーンは、
当時の理論を前提とすればショックレーの計算が正しいことを示すと同時に、実験結果が一致

















もわずか（最大 0. 1 ボルト）であるが、接触電位差が観察できたのである。










































































プライスの手伝いを受け、実験を開始した。しかし、1928 年 2 月にプライスは、司法解剖を












































































































イマー型認知症の治療薬、アリセプトの販売に到達した。2014 年 3 月期において、アリセプ
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